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トが認めiT-わた.2回臥 3回目のエピソー ドである抑

うつ状態と幻覚妄想状態については明確な心因は見あた

Z･吊〔いが,初めのエビソーードである幻覚妄想状態は,転

居後に隣人との関孫がうまくし､かなかったことが誘因と

して考えられ,患者が神経質な性格であったことから,

心因性の妄想反応であー･〕た可能性がある.また,遺伝免

田は認めLT.-れないが内閉性の精神病である可能性も否定

できない.しかしCastleman病の好発年齢は平均 して

30歳とされており,本例でも明LL-)かな身体症状や精神症

状の発現以前に CastleITlan病が既に発病 していて.こ

れが精神病状態に関与していた可能性が考えLTp)れる.特

に脳幹病変に-)いて【･よこれまでにもかなEl精神症状に関

する報告があり,本例の挿間性L7)柿神病状態が直接的iこ

脳幹病変日甥連している可能性がある.

は,Ⅰnterlcukin--6(IL1う)による可能性を考察した.

IL6が柄神障害を引き起こす明確な証拠は無いが.栄

熱作用,神経成長因子様作用が確かめF一九ており,多発

性硬化症の発病i･こ関係Lているという報告がある.また

IL一端 と同L+サイト-))[ンである(ンタ一一フーt･.tlンが.

慢性肝炎などの治療薬として授与した際iこ.中枢神経障

害として情動 ･意欲に関する精神症状を起こすといF')報

告もある.Castlemall病において増加している lL････-6

が高精鋼度症候群をひき起こすとともに,このように症

状精神柄をもたLL一寸可能他もあるので今後の症例の集椴

を待って検討していく必要があるLIL_考えL..'わる.

齢 神経性過激症の治療中をこ躁状態を宴 した 1

症例
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はじめに :今回我々は神経性過食症の治療中iこ棟状態

を皇した 1例を経験した.本Hはその臨床経過を呈示す

ると共に感情障害に近縁な神経性過食症が存在する可能

性について若干の考察を加え報告する.

症例 :昭和39年生まれ27歳の女性.現病歴 ;昭和60年

12月 (21才),短大2年生の時,過食,自己誘発性晦吐,

下剤の乱用などが現オ=まとんど毎日続いていた.そのた

め平成2年N大学精神科を受診し,神経性過食症と診断

され 抗うつ剤による治療が開始された.その後約2週

間で過食症は軽快 した.しかしその8カ月後には操状態

を呈し精神病院に入院した.lithiunlCarbollateなどに

よる治頓により2カ月後に亀解し退院した.Lかし退院

後は 1ithium carbonateは中lLさJ･tていた.退院直後

より過食症は再発し退院後1カ月口かrっIithium carbo-

nateを再授与し経過をふている.

考察 :rLh')臨床経過かL.っ.摂食障害と気分障害の関

係についで考察を試ふたい.

ついて次のように総括 している.まず気分障害が摂食障

害C')患者に認められたという報告はかなり多く存在する.

摂食障害の症状のため2次的に抑うつ状態を呈したと考
えられる症例も鳳られるが,車をこぼ太うつ病が摂食障害

に前駆 Lていた症例についての報告も見られる.･∴方棟

状態を望した症例についての報告も僅かながtT-,報告され

ている.次iこ神経性食思不振症の患者は追跡の段階で,

食行動cT)異常がおさま-I.,ている時でも抑うつ症状を星す

者の家族に感情障害を持--)ものが多いことが兄いだされ

ている.第L4に神経性人食症の患者iこdexamethasone

抑制試験と thyr(1trOPinereleasinghormone刺激試

験を施行すると大･')つ病とほほ同l:くらい陽性反応を示

すという報告がある.第5に摂食障害患者の･H:-)特に神

経性大食症の患音には抗うつ剤が署効する(L_いう報告が

存在する.以上の5つの楓拠から感情障害と摂食障害は

近縁関孫にある可能性が高いと 1'opet､'は結論してい

ら.

審症例は抗うつ剤の投与により約5年間続いた過食症

が軽快した.しかし抗√1--,丹j間的8JH-1後には錬状態を

屋した.このように神経性大食症の錬転例はそれ程多く

は報告されておらず,更をこその臨床経過を詳細に記述し

た報告は見あたに､ない.本症例は摂食障害と感情障害が

近縁開陳にあるとい[)Popeil〕LT)報告を支持する資重

な症例と考えられたのでここをこ報告した.今後症例を積

み塵 ね 感 情 障 害 に 近 縁 な 摂 食 障 害の臨床特徴を明らかをこ

して行きたい.
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近年.血中兼物の正確 ･簡便 ･迅速な倣罷分析法が開

発され 薬物療法の適正化･個別化を目指した薬物血中

濃度モニ々lJンゲ(Tf)M)が臨床の場において普及し
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ている,特に昭和56年の特定薬剤治療管椎料(/T)設定iこよ

り経済的裏付けができたこともあり,中′ト病院でも測定

が広く行わIptている.

二･-7した傾向の中で,測定結果L')精度管理について常

iこ配慮する必要性かj･1-).新潟県内施設における薬物血中

濃度測定の現状を把握 し,更に各施設iこおいて測定値の

正確度の確認を行うため平成元年度より抗てんかん薬の

5割 (Purr,PB.＼･PA,CBZ.PRM).第5回か上:'ジ

ゴキシンとテオ7(リンを加え,7薬剤の+ド-ベ{ (外

部精度管理調査)を実施 し. 各回20余施設の参加を得

に,TDM 本来の目的を達成するための精度管理上の具

体的万策を検討したので報告する.

臨床上の要望を満たしうる精度の検査データを,医療

が要求する諸条件の中で.順調iこ提供できるように管理

することを精度管理といい､施設内で管理血清を用いる

るサーーベイに大別される.

その意義については,(手 施設間差を知る.(卦 技術水

準を知り.時系列で問題の把握と対筒の方向性.さ吊こ

その効果を確認する.③ 分析法をこよる轟を知る.⑥ 新

たな万法の選択iこ参考.⑤ 地域的な技術水準(T)評価が

可能.⑥ 知識 ･技術の共有化ができる.等が上げられ

る.

ここで最大の問題は薬物測定には標準物質 ･方法が不

明確であり.精襟度の評価は可能だが貫の正確度の評価

が難しい.敵をこ市場占有率-正確度と誤った考え方となっ

ている.その要因は (手 横根試薬 メーカ-の独自開発,

② ユーーザ一一一が測定条件を変更.これらが組み合わされ

測定値iこ反映され誤差となる.早期に標準化が望まれる.

医師が TDMを積極的に利用すれば,薬物速度論を
用い個別的な授章計画を作れる,この利用は患者-の医

療の質の向上のみならず,医療費の節約をこもつながる.

特に看護には投薬 ･採血時間の把握と副作用の発R.莱

局i二は薬物速度論や薬物相互作札 検査には精度管狸と

測定結果の確認,掻革疾患等の臨床検査が上げられる.

各施設の済極的参加を求め.作業の自己分析を行い-

医療スタ(J7問のネり卜r7-ウを作ることが今後の大き

な目標と考えられる.従一'て.自己{:ニクー一統域の拡張,

ネ･ソトワークの発展により施設内外 ･地域の総合的品質

管理が成し遂げt■〕わることで,Tl)M本来の目的が達成
されると考えら11た.この起爆剤として新潟県内におけ

るサーベ1'の実施は意義深いものと考えられる.
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今回我々は昨年調査した頻発型棟うつ病患者 廿上下

可能な限り末輪甲状腺ホ′しモン値を調べ.その変化につ

いて検討した.加えて甲状腺自己抗体の有無についても

調査した.またカ′しバてゼビン 汀lfCBZと略)の末

桐甲状腺機能iこおよはす影響についても検討した.

対象と経過 :対象は昨年調査 した女~性 RC患者12名

と新たに))スト丁･リブされた女性 RC患者2名C')計IL･1

名である.内2名は12カ月間寛解状態であり両者とも

CBZ 単独投与であった. 1名は炭酸 り+r17ムを CBZ

に変更後 う--,病相のtもの rapidcyclingになり.9カ

F]経過 Lていた. 1名は36カ月間の炭酸 りチウムLl-_ClうZ

の併用療法で,過去一年間をこ2回の棟病相が出現 したの

に CBZの効果が認めL.-'わていた.

検杏方法 :対象者全員に研究の趣旨をよく説明し検在

に対する同意を得,1:1名中12･F.(りRC患者(･')各病村村j

に可能な範囲で検査を施行した.T3.Tl.rT3,rT.I.rT3
は RIAにより測定 した.また TSH基礎値は高感度

TSH-RIAにより行った.

結果 :女性 RC患者の T3,Tl.rT3,fT.I.rT3お
よび TSH 基礎値はうつ.軽棟,寛解の各病相期によ

り差が認められなかった.また12名LT)女性 RC患者全

員がサイロイドテスト て1'ウロゾームテストともに陰

性であった.

今L卯り調査で女性 RC患者 12名のうち6名が CBZ

を使用していたが.この6名の患者について延べ8回の

病相で CBZ血中濃度と末櫓甲状腺樺能を検査した.そ

の結果 T3.TJ,rr3,n'1.rT3値と CBZ血中濃度LT)
間に負の相関が認め｢)かたが,TSH 基礎値とLT)間には

相関は認められなかった,

考察 :以前我々は未治療の･-7つ病柑期にある患者の末

梢甲状腺機能を測定 し,正常対照者iこ比 LTlが有意

に高いと報告 した.今回の調杏では各病相肺による差は

認められなかったが.この結果の相違は RCという病
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